メラ を さげて 秋晴れの 郊外 を 歩いて いる 人た ち はお そ 

らく 幾 平方 センチ メ— トルの 紙片の 中に 全武蔵 野の 秋 

を 圧縮して 持って来る つもりで 歩いて いるので あろう。 

少なくも 自分の 場合に は 何枚 かの 六 X 九 センチ メ ー ト 

ルの コダック • フィルムの 中に 一 九 三 一 年に おける 日 

本文 化の 縮図 を 収める つもりで 歩く ので あるが、 なか 

なかそう うまく は 行かない。 しかしそう いうつ もりで、 

この 特別な 目 を ぶらさげて 歩いて いる だけで も かなり 

多くの 発見 をす る ことがある。 

さまつ ぎんざ う ら が し 

手近な 些 末な 例 を あげる と、 銀座の 裏 河岸の ある 町 

の 片側に 昔 ふうの 荷車が 十台 ほど もずら りと 並べ てお 



こういう 目 を もつ て 見て 歩いた 新 東京の 巿街 ほど 不 

思議な 巿街 はお そらく 世界 じゅうど こ を 捜しても ない 

であろう。 極端な 古い ものから 極端な 新しい ものまで 

が、 平気で きわめて あたりまえな 顔 をして 隣り合い 並 

び 立 つ て、 仲よ くにぎ やかに 一 九 三 一 年ら しい 東京 

ジャズ を 奏して いるので ある。 こういう ものに 長い間 

慣らされて 来た われわれ はも はや それらから 不調和と 

か 矛盾と か を 感ずる 代わりに、 かえって その 間に 新し 

い 一 種の 興趣ら しい もの を 感じさせられる のであろう _ 

現代人 は 相 生、 調和の 美し さは もはや 眠け を 誘う だけ 

であって、 相剋 争闘の 爆音の ほうが 古典的 和 弦な どよ 



にある。 

りっこくし ならち よう こうずい 

六 国史な ど を 読んで、 奈良 朝の 昔に シナ 文化の 洪水 

が 当時の 都 人士の 生活 を 浸した - J ろの 状態 を いろいろ 

に 想像して みると、 おそらく 今の 東京と かなり 共通な 

現象 を呈 していた ので はない かと 思われる ことが しば 

しば ある。 惜しい ことに そのころ の 写真が 残って いな 

い。 しかし そのつ もりで 後代の 風俗 絵巻物で も 細かに 

研究して みたら やはり 各 時代に 同様な 現象 を 発見す る 

ので はない かと も 想像 さ れる。 

とばそう じょう 

鳥 羽 僧正の 鳥獣 戯画な ども 当時の スポ ー ッゃ いろい 

ろの 享楽生活の カリ カチュ ァと 思って 見れば この 僧正 



たこんな 考えが 昨今 カメラ を さげて 復興 帝都の 裏 河岸 

を 歩いて いる 間に さらに いくらか でも 保証され るよう 

な 気がする ので ある。 

西洋 を 旅行して いる 間に 出会う 黄色い 顔 をした 人間 

が 日本人で あるか シナ 人で あるか を 判断す る 一 つの 簡 

単な 目標 は 写真機 を さげて いるかい ないかで あると 

いった 人が ある。 当否 は 別と して おもしろい 話で ある _ 

い つたい 日本人ぐ らい いわゆる 風景に 対して 関心 を も 

つ 国民が 他に あるか どうか 自分に は 疑わしい。 文人画 

の 元祖で ある 中華民国 でも、 美術の 本場で ある フラン 

ス でも、 一般 人士の 間に はたして 日本の 老幼 男女に 共 



よると 自分の カメラ を さげて いる ことな どに は あま リ 

無関心な ように 見える が、 また 人に よると、 何よりも 

第一 にす ぐ 写真機に 目 をつ ける 人 も ある。 同病 相 哀れ 

む ゆえんであろう か。 

いちょうの 黄葉 は 東京の 名物で ある。 しかしい くら 

とっても 写真に は あの 美し さは 出しよう がない。 その 

ほうき 

いちょう も 次第に 落葉して、 箒 をた てた ような こず 

えに NW の 木枯らしが ィ オリ アン ハ ー プを かなでる の 

も 遠くない であろう。 そう なれば 自身の 寒がりの カメ 

ラ もしば らく 冬眠 期に 入って 来年の 春の 若芽の もえ 立 

つ ころ を 待 つ ことになるであろう。 



(昭和 六 年 十 一 月、 大阪 朝日 新聞) 
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